
第11回ジュニア春季水泳競技大会 ２次要項

１．競技について

① 本競技会は、２０２２年度(公財)日本水泳連盟競泳競技規則に則り実施する。

② 競技は１０レーンで、タイムスケジュール通り行う。

③ 競技は全て、タイムレース決勝で行う。

④ 招集は競技開始１０分前から行う。招集の際に水着の確認を行う。

⑤ レーン紹介は、リレー競技はチーム名のみ読みあえげるが、個人種目は組のみコールし、選手の氏名、

所属はコールしない。

⑥ 競技を棄権する場合、棄権者の所属団体の責任者が当該競技の開始３０分前までに所定の様式により

届けなければならない。万一、届け出を行わず競技を棄権した場合は、棄権料２,０００円を支払わな

ければならない。

⑦ 競技はリレー、背泳ぎを除き、オーバーザトップ形式で行い、次の組のスタート後、速やかに、０～

４レーンの選手は０レーン側、５～９レーンの選手は９レーン側のプールサイドから退水すること。

背泳ぎについては、競技成立後、プールサイドから退水すること。

⑧ ゴールタッチはタッチ板の有効面に確実にすること。

⑨ バックプレート、バックストロークレッジ付のスタート台を使用する。調整は各自行い、確実に固定

されていることを確かめること。

⑩ 今大会は無観客(本連盟のサポーター会員は観覧条件に従うことで入場を許可する)とする。

２．表彰について

① 優勝者にはメダル及び賞状を、２位から８位には賞状を贈る。

② 表彰式は行わない。

３．全体スケジュール

３月１２日(日) 開門 ７：５０ 開会式 ９：３０ 競技開始 ９：４５

４．プール使用上の注意点

(１) メインプール

① プール水深は、ウォーミングアップ時は１.４ｍで、競技時は２.０ｍに設定する。

② 公式練習は、８：００～９：１５で実施する

③ ７～９レーンは、ダッシュレーンとする。但し、スタート側からの一方通行とする。

また、人数が増えた時にはレーンを増設する事もある。

④ ペースレーンは設定しない。

⑤ ダッシュレーンの代理人による順番待ちは禁止する。

⑥ 公式スタート練習は実施しない。

⑦ パドル・フィン・チューブの使用は禁止する。

(２) サブプール

① プール水深は、１.４ｍに設定する。

② ダッシュレーンの設定はしない。

③ 飛び込みは禁止する。

④ フィン、パドル、チューブの使用は禁止する。

５．秋葉山水泳場使用上の注意点

① 入場は７時５０分から入場順に選手、スタッフが入場する。

② ウッドデッキから土足禁止。必ず、素足か上履きを履く事。

③ 選手控え場所は、スタンド及びウッドデッキを使用すること。

④ 最上階の通路にシート等をひいての場所取りは認めない。

⑤ コーン等で通行止めとしている所には入らないこと。

⑥ バックスタンド（電光掲示板下）は、控え場所としての使用は一切禁止する。

⑦ プールサイド及びウッドデッキでの飲食は禁止(スタンドは可)



⑧ ゴミは必ず持ち帰ること。

⑨ 盗難防止のため貴重品保管については各選手の責任において管理すること。

⑩ 女子は更衣室(両方)を使用して良いが、更衣のみで荷物を置いて更衣室を出ないこと。

⑪ 更衣室・招集所への入場は、スタンドとロビーとの間にある階段を使用すること。

競技中はプールサイドからの入場は出来ない。（別紙参照）

⑫ 更衣室側トイレを使用する時は必ずトイレ用スリッパを使用すること。上履きの場合は上履き用

スリッパを使用すること。

６．駐車場について

① 今大会では駐車券を発行します。この駐車券がないと、プール駐車場には入場出来ない。

駐車券は、今回各チーム１枚とします。但し、協力役員人数分の駐車券も発券を許可する。

駐車券は決められた枚数をカラー印刷して使用して下さい。

絶対に許可枚数以上の印刷はしないように

② バス駐車券を希望するチームは９日(木）までに下記アドレスにメールで申し込むこと

kyougi@wakayama-swim.or.jp 和歌山県水泳連盟 競技委員会

③ 駐車場は、Ｂ２・Ｂ３をご利用頂けますが、別紙 駐車場図の駐車禁止エリアには絶対に駐車しな

いこと。また、Ｂ２は2.4ｍ以下、Ｂ３は2.2ｍ以下の車高の車しか駐車出来ません。

⑤ 選手・コーチは駐車場からエレベーターで、２ F に上がって下さい。１ F からの入場は出来ません。

７．その他

① 競技役員の方は、両日とも８：３０より役員控室で、パート別会議を行いますので必ず集合して下さい。

その時に、役員手帳も提出してください。

② 役員を行う際には、日本水泳連盟競技役員ポロシャツを着用して下さい。

お持ちでない方は、クラブチーム名が入っていない、商標違反にならないものを着用して下さい。


